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腎 細 胞 癌 の 膀 胱 転 移 の1例

東海大学医学部附属東京病院泌尿器科(医 長:松 下一男)

谷 川 克 己,松 下 一男

BLADDER METASTASIS FROM RENAL CELL CARCINOMA

THREE YEARS AFTER NEPHRECTOMY

Katsumi Tanikawa and Kazuo Matsushita

From the Department of Urology, Tokai University School of Medicine, Tokyo  Hospital

   A 47-year-old man presented with gross hematuria. He underwent right nephrectomy for renal 
cell carcinoma (clear cell subtype, pT1NOMO) three years ago. Cystoscopy revealed a solitary, 
non-papillary tumor in the middle of the interureteric ridge. Transurethral resection of the tumor 
was done. Histological diagnosis was renal cell carcinoma (clear cell subtype). This was con-
sidered to be a metastatic tumor from the renal cell carcinoma treated three years earlier. This 
case may represent u so-called latent distant metastasis.

(Acta Urol. Jpn. 36: 927-929, 1990)
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緒 言

腎細胞癌は肺,肝,骨 など全身各部に遠隔転移をき

たしやすい.し かし膀胱などの下部尿路に転移するこ

とはきわめて稀である.今 回われわれは腎細胞癌手術

3年 後に膀胱転移をきたした症例を経験 したので報告

する.

症 例

患 者=47歳 男性

主 訴:肉 眼 的血 尿

既 往歴:1986年 右 腎細 胞癌 に て 腎摘 出術(他 院 に て

施行.病 理 結 果 はrenalcellcarcinoma,clearcell

subtype.pTlNOMO).1987年 肝 炎.

家 族歴:特 記す べ き こ とな し.

現病 歴:1989年 正月2日 よ り肉眼 的 血 尿 が 出現 し1

月4日 当科 を受 診 た だ ちに膀 胱 鏡 検 査 を施 行 した と

ころ膀 胱 内 尿管 口間 隆起 の ほ ぼ 中央 に 小指 頭 大,表 面

平 滑 な非 乳頭 状 の 隆起 性 腫 瘍 が認 め られ たた めlA10

日手術 目的 で入 院 した.

入院 時 現症:血 圧132/80mmHg,表 在 リンパ節 触

知せ ず.上 腹 部 正 中 に手 術 搬 痕を 認 め る以 外 胸腹 部 に

異 常 所 見 な し.

入 院 時検 査 成 績1末 梢 血 液 像 お よび血 液 生 化学 に 異

常 な し.cEA,1.1ng/ml,cAl9-9,9u/ml,尿 所

見=潜 血(i),赤 血 球:無 数/hpf,胸 部x-P上 異

常 な し.IVPで は 左腎,尿 管 に は 異 常 な し.ま た

RPで も右遺 残 尿 管 には 腫 瘍 等 の異 常 は認 め られ なか

った.

超 音波 検 査 で は膀 胱 内 に偏 平 な腫 瘍 状 隆起 を 認 め た

(Fig.1).

入 院時 経 過:1月ll日TUR-Btを 施 行 した.組 織

診 断 はrenalcellcarcinomaで 腫瘍 は粘 膜 固有 層

に 存 在 し,表 面 は 移 行 上皮 に 覆 わ れ て い た.clear

cellsubtype,alveolartype,gradeiで あ った.切

除 標本 か らは周 囲 組織 へ の 浸 潤 の有 無 は 不 明で あ った

(Fig.2)

術 後 経 過良 好 に て3日 目に 退 院 した,現 在 外 来 に て

interferonaの 投 与 を 施 行 して い るが再 発や 他 へ の転

移 等は み られ て い な い.

考 察

腎細胞癌の膀胱転移はきわめて稀であり,臨 床的に

診断されたものは本邦では文献上自験例を含めてわず

か9例 の報告があるにすぎない(Tablel}.大 越 ら1)は

409例 の腎細胞癌の剖検をまとめ10例(2.4%0)に 膀胱

転移を認めている,ま たSaitoh2)は1451例 の腎細胞

癌剖検例中23例(1.6)に 膀胱転移を認めている.

腎細胞癌の膀胱への転移経路は血行性,リ ンパ行性に

加えて尿流による播種が考xら れる.腎 細胞癌でも尿
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TableL腎 細胞癌の膀胱転移の本邦報告例

報告 腎癌症例 年齢 性別 主 訴
年度 側

腎癌 発見発生部位
からの期間

他蔵器 治 療
転移

病 理

(subtype)
文 献

ユ196166男

2196712男

3196952男

4198057女

5198464女

6

7

8

9

1985

1985

1987

自験 例

65

63

62

47

女

男

男

男

腹痛,
血尿,
頻 尿

血 尿

血 尿

血尿,
発 熱

血 尿

血 尿

血 尿

血 尿

右 後 壁1年

右 右尿管 口 同 時
上 緑

右

右

右

右

左

右

右

右尿管口

右尿管口上 方

三角部
中 央

右側壁

左尿管口

頂 部

三角部
中 央

4ケ 月

6年

8ケ 月

同 時

同 時

同 時

3年

肺 部分切除

無 部分切除

骨 部分切除

無 部分切除
残尿管切除

無TUR

無TUR

肺TUR

無TUR

無TUR

不 明 日泌 尿 会 誌52,94

clearcell日 泌 尿 会 誌58,1181～1182

不 明 日泌 尿 会 誌60,704

clearcell臨 泌34,377-380

clearcell泌 尿 紀 要30,249-252

clearcell日 泌 尿 会 誌76,454

不 明 日泌 尿 会 誌76,1250

clearcell日 泌 尿 会 誌78,176

clearcetl

中に腫瘍細胞が証明されることもあ りS),腎杯,腎 孟粘

膜に進展するような腫瘍では播種の可能性は高くなっ

て くるものと思われる,膀 胱への転移部位が腎細胞癌

と同側の尿管口付近であるものは9例 中5例である.腎

孟腫瘍の場合,膀 胱腫瘍の発生は患側の尿管口付近に

多くみられるとい う報告もあ りの.これ らの5例は尿流

が転移経路である可能性も高いものと考える.血 行性

転移の場合は大循環にのり全身に転移する場合と腎周

囲の静脈を介する経路が考えられる.特 に腎静脈が腫

瘍によって圧迫された り腫瘍塞栓により閉塞 された場

合には尿管静脈も側副血行とな りこれを介して膀胱に

至る経路が予想される.た だし静脈の側副血行を介す

る場合を考えると静脈と左腎静脈の解剖学的関係より

尿管や膀胱への転移は左腎細胞癌に多く見られること

が予測される.し かし実際には本邦9例 の報告例をみ

ると8例 は右腎細胞癌であった.逆 に欧米の文献では

左腎細胞癌の方が多 く静脈の側副血行の転移経路が示

唆されるという報告 もある5).膀 胱以外の他臓器に転

移が同時にみられたものは9例 中3例 あり,これらは大

循環を介する血行性転移の可能性が高い.そ の他の6例

では腫瘍血栓や側副静脈の発達等は見 られず,こ の経

路を介して転移 した可能性は低いのではないかと思わ

れる.また リンパ行性については,腎 のリンパ系は腎静

脈に沿って腰 リンパ節(大 動脈周囲リンパ節)に 流れ

るが.明 らかなリンパ節転移がない場合 リンパ流が膀

胱まで逆流することは少ないものと考える,以 上より

腎細胞癌の下部尿路への転移経路を考えた場合尿流に

よる播種か大循環を介する血行性転移の可能性が大き

いものと思われた.

転移性膀胱腫瘍の立場からみると原発巣で最も多く

みられるものは 胃癌,悪 性黒色腫,つ いで乳癌,肺

癌,膵 癌等であ り,腎 癌からの転移 というのは稀であ

る6・7).これ らの大部分は血行性の転移である.

腎細胞癌の発見から膀胱転移の診断までの期間を見

ると大部分は同時期から1年 以内である.し かし自験

例は腎摘出後3年 目に,症 例4は6年 目に膀胱転移が

認められた.特 に両症例とも腎細胞癌はstagelで

あ り根治的手術がなされたにもかかわ らず数年も経て
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から転移が発見されている.そ の他,腎 癌摘出後数年

から十数年経て骨,肺,筋,皮 膚などに転移をきたし

た症例も報告されている8-1。).これ らに対 して岡らは

潜在性遠隔転移(latentdistantmetastasis)と い う

表現をしており8)頻度は少ないが腎細胞癌の特徴のひ

とつともいえる.逆 に原発巣の進行が異常に遅いもの

や,原 発巣摘出により転移病巣が縮小した り消失する

ものが時にみられることがあるが,こ れらはいわゆる

潜在性遠隔転移と同様に癌と宿主との関係,特 に腫瘍

免疫の問題から興味あるところである,い ずれにせよ

腎細胞癌患者の場合頻度は少ないといえ本症例のよう

に術後長期間を経てからの遠隔転移 もあ りうるので長

期間にわたる注意深い経過観察が必要である.

本論文の要旨は 」;465回 臼木泌尿器科学会東京地方会にて

発表 した.
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